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特特集集

市
庁
舎
の
現
状
と
課
題

現
在
の
越
谷
市
役
所
は
、
本
庁
舎
・
第
二
庁

舎
・
第
三
庁
舎
の
３
棟
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
庁
舎
の
建
設
か
ら
３１
年
後
の
平
成
１２
年
、
市

の
発
展
や
人
口
の
増
加
に
よ
る
事
務
量
の
増
加

か
ら
第
二
庁
舎
が
建
て
ら
れ
、
さ
ら
に
平
成
２７

年
に
は
、
中
核
市
移
行
に
よ
る
事
務
ス
ペ
ー
ス

の
不
足
に
対
応
す
る
た
め
第
三
庁
舎
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。

市
役
所
の
庁
舎
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
場
で
あ
る
ほ
か
、議
会
や
市
民
交
流
の
場
、

災
害
発
生
時
の
防
災
拠
点
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
役

割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
建
設
か
ら
４９

年
が
経
過
し
て
い
る
本
庁
舎
に
は
、
建
物
の
耐

震
性
の
不
足
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
対
応
の

不
十
分
さ
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
２３
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
や
、
２８
年
の
熊
本
地
震
を
受
け
、
災
害
発
生

時
の
市
庁
舎
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
早
期
に
解
決
す
る
必
要
が
生
じ
て

い
ま
す
。

本
庁
舎
の
建
て
替
え
に
向
け
て

市
で
は
、
庁
舎
の
課
題
解
決
に
向
け
、
平
成

２５
年
に
公
募
市
民
等
で
構
成
さ
れ
た
「
越
谷
市

本
庁
舎
整
備
審
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
１

年
半
に
わ
た
る
審
議
の
結
果
、
本
庁
舎
は
現
在

の
市
役
所
敷
地
内
で
建
て
替
え
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
う
意
見
に
ま
と
ま
り
、
市
は
こ
れ
を

受
け
「
越
谷
市
本
庁
舎
整
備
基
本
構
想
」
お
よ

び
「
越
谷
市
本
庁
舎
建
設
基
本
計
画
」
に
よ
っ

て
新
た
な
本
庁
舎
の
建
設
の
方
向
性
や
目
標
を

定
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
計
画
の
見
直
し
や
市
民
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
実
施
を
経
て
、建
物
の
構
造
や
配
置
、

各
階
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
機
能
な
ど
を
具
体
的
に

示
し
た
「
越
谷
市
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
」
を

今
年
３
月
に
作
成
し
ま
し
た
。
基
本
設
計
で

は
、
新
た
な
本
庁
舎
と
（
仮
称
）
市
民
協
働
ゾ

ー
ン
の
２
棟
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。

人人
・・
環環
境境
・・
歴歴
史史
・・
安安
心心
をを
「「
つつ
なな
ぐぐ
」」
新新
たた
なな
市市
庁庁
舎舎
をを
目目
指指
しし
てて

新新
庁庁
舎舎
建建
設設
基基
本本
設設
計計
がが
まま
とと
まま
りり
まま
し
た

現在の本庁舎

市
で
は
、
昭
和
44
年
に
建
設
さ
れ
た
市
役
所

本
庁
舎
の
建
て
替
え
に
向
け
、「
越
谷
市
民
の

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
親
し
み
の
あ

る
庁
舎
」
を
目
指
し
、
7
つ
の
基
本
理
念
の
も

と
、「
越
谷
市
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
」
を
作

成
し
ま
し
た
。

今
号
で
は
、「
越
谷
市
新
庁
舎
建
設
基
本
設

計
」
を
基
に
、
市
が
目
指
す
新
た
な
庁
舎
の
概

要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問

庁
舎
管
理
課
�
9
6
3
�
9
1
3
4

市民ワークショップでは、越谷らしさのある庁舎や
利便性について意見が交わされた

元元荒荒川川、、葛葛西西用用水水側側かからら見見たた新新本本庁庁舎舎とと市市民民協協働働ゾゾーーンンのの完完成成予予想想図図

経過と予定
本庁舎整備審議会で１年半にわたり審議を行い、現在
の敷地内で建て替える方針を決定
本庁舎整備基本構想を作成し、市が目指す理想の庁舎
像の基本理念や、必要な機能、配置、規模などの指針
を定める
本庁舎建設基本計画を作成し、基本構想より具体的な
目標や整備内容などを整理
建設の早期実現に向けて取り組むため、本庁舎建設基
本計画を改訂し、規模の縮小や事業費の削減、整備ス
ケジュールの見直しなどを実施
市民ワークショップやパブリックコメントでの意見等を
参考に、建物の構造や配置、備えるべき機能などの基本
的な方針となる、新庁舎建設基本設計を作成
新本庁舎の供用開始

市民協働ゾーンの供用開始

平成２５年４月～２６年９月

平成２６年９月

平成２８年３月

平成２８年１０月

平成２９年１月～３０年３月

平成３３年４月（予定）

平成３６年４月（予定）

新本庁舎

第二庁舎

第三庁舎 市民協働ゾーン

みせの間 みんなのひろば

葛西用水ウッドデッキ

水郷テラス
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みせの間みせの間待合待合

▲
�
�
�
�

基
本
設
計
で
は
、「
人
」「
環
境
」「
歴
史
」「
安

心
」
の
４
つ
の
「
つ
な
ぐ
」
を
建
設
の
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
既
存
の
親
水
空
間
や
市
民
協
働
ゾ
ー

ン
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
、

に
ぎ
わ
い
と
魅
力
あ
る
空
間
を
つ
く
る
計
画
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
拠
点
施
設
と
し
て

の
機
能
を
確
実
に
維
持
さ
せ
る
た
め
、
災
害
対

策
本
部
（
兼
庁
議
室
）
を
設
置
し
、
庁
舎
を
災

害
に
強
い
構
造
と
す
る
な
ど
、
中
核
市
越
谷
の

新
た
な
拠
点
と
な
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

元荒川や葛西用水ウッドデッキなど既存の水辺
環境を生かし、市民協働ゾーンと新本庁舎の１階・
２階にテラスを設置します。テラスは隣接する藤
だな通りと調和するデザインとし、葛西用水ウッ
ドデッキと一体的なにぎわいを感じられるように
するほか、２階から元荒川や葛西用水の眺めを楽
しんだりすることができる空間とします。

市民協働ゾーンには、２階部分まで吹き抜けの
大空間となるエントランスホール（みんなのひろ
ば）を設けます。エントランスホールは、葛西用
水ウッドデッキから水郷テラス、多目的ホールま
でを一体的に利用できるようにし、さまざまなイ
ベントなどに活
用することで、
にぎわいを創出
し、人と人とを
つなぎます。

新本庁舎は免震構造、市民協働ゾーンは耐震構
造を採用するほか、電気等のインフラの多重化、
執務室の無天井化などの対策によって、どんな災
害が発生した時にでも、越谷市の防災拠点として
機能を発揮できるようなつくりとします。

日光街道第三の宿場町として栄えた越谷の歴史
を生かし、宿場町の特徴である格子戸と接客空間
である「みせ」の領域を、来庁者の待ち合いスペ
ースに取り入れます。

に
ぎ
わ
い
創
出
の
拠
点
と
な
り
、
災
害
に
強
い

中
核
市
越
谷
ら
し
さ
の
あ
る
庁
舎

建物概要
（仮称）市民協働ゾーン

鉄骨造、耐震構造

地上３階

約１８メートル

約２，５００平方メートル

約８６億８，０００万円

越谷市新本庁舎

鉄骨造、基礎免震構造

地上８階

約３７メートル

約１２，０００平方メートル

名称

構造

階数

最高高さ

延べ面積

概算事業費

人と人をつなぐ みんなのひろば 環境とつなぐ 水郷テラス

安心をつなぐ 防災拠点

越谷の歴史をつなぐ みせの間

フロアごとの目的
に応じた平面計画

新本庁舎の執務室は、柱の制約の無いワンルーム型の執務空間を確保し、天井や天

井ダクトを無くすことにより設備の落下防止や災害時の業務継続性を高めるほか、各

フロアに多機能や幅広のトイレを設置するなど、機能性のあるフロアづくりを行いま

す。また、８階の議場は子ども連れや車いすの方にも傍聴しやすいような配置とする

ほか、議会閉会時には一部の委員会室を展望ラウンジとして市民に開放するなど、開

放性と独立性を備えたつくりとします。

耐震構造
建物自体が地
震で生じる揺
れに耐えられ
るように設計
された構造

免震構造
地震エネルギ
ーを免震装置
が吸収し、建
物内部への影
響を軽減する
構造

第三庁舎

新本庁舎

西西側側かからら見見たた新新本本庁庁舎舎とと市市民民協協働働ゾゾーーンンのの完完成成予予想想図図

13ページ下部の
図の向き

中央市民会館
市民協働ゾーン

第二庁舎

配置図兼1階平面図
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ECO

環
境
へ
の
配
慮

長寿命

長
寿
命
化
を
支
え
る
構
造

LCC

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
の
削
減

BCP

業
務
継
続
計
画

新
本
庁
舎
は
、
建
物
の
長
寿
命
化

を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
負
荷
低

減
の
技
術
を
取
り
入
れ
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ

Ｅ
Ｅ（
※
）に
よ
る
評
価
Ａ
ラ
ン
ク
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
免
震
構
造
の

採
用
な
ど
に
よ
り
、
災
害
時
に
防
災

拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能
を
確
実
に

維
持
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

※
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
…
建
築
環
境
総
合

性
能
評
価
シ
ス
テ
ム
。
環
境
性
能

評
価
の
一
つ
で
建
物
の
環
境
負
荷

低
減
等
へ
の
対
策
を
5
段
階
で
総

合
的
に
評
価
す
る
。

用
途
ご
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
デ

ー
タ
を
分
析
し
、
設
備
が
効
率
的
に

機
能
す
る
よ
う
自
動
的
に
制
御
し
ま

す
。
ま
た
、
除
湿
に
よ
る
過
冷
却
や

再
加
熱
を
防
ぐ
シ
ス
テ
ム
や
、
効
率

よ
く
空
調
で
き
る
床
吹
き
出
し
空
調

を
採
用
し
、
室
内
空
間
の
快
適
性
を

確
保
。
建
物
の
南
面
・
東
面
に
は
水

平
庇
を
設
け
、
西
面
は
壁
面
を
主
体

と
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
な
ど
、
方

位
に
適
し
た
外
装
と
す
る
こ
と
に
よ

る
日
射
負
荷
の
抑
制
も
行
い
ま
す
。

執
務
室
は
、
間
に
柱
を
置
か
な
い

ワ
ン
ル
ー
ム
型
の
構
造
に
す
る
こ
と

で
、
部
署
や
組
織
の
変
更
に
も
柔
軟

な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
高
強
度
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
採
用
し
建
物
の
耐
久
度
を
高
め
ま

す
。汚

れ
に
く
く
清
掃
が
し
や
す
い
窓

回
り
の
形
状
や
仕
上
げ
と
す
る
ほ

か
、
長
寿
命
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
採
用

や
井
戸
水
の
活
用
な
ど
で
維
持
管
理

コ
ス
ト
や
運
用
コ
ス
ト
を
縮
減
し
ま

す
。防

災
拠
点
施
設
の
機
能
を
確
実
に

維
持
で
き
る
よ
う
、
新
本
庁
舎
は
１

階
の
床
の
下
に
免
震
装
置
を
設
置
す

る
基
礎
免
震
構
造
、
市
民
協
働
ゾ
ー

ン
は
耐
震
構
造
と
し
、
十
分
な
耐
震

性
能
を
確
保
し
ま
す
。

ま
た
、
執
務
室
の
天
井
や
天
井
ダ

ク
ト
を
無
く
す
こ
と
に
よ
り
、
設
備

な
ど
が
落
下
し
業
務
が
行
え
な
く
な

る
こ
と
を
未
然
に
防
ぎ
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
災
害
時
や
送
電
事
故
の
際
に

も
電
源
の
供
給
が
で
き
る
方
式
を
採

用
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
に

よ
り
業
務
の
継
続
性
を
高
め
ま
す
。

計
画
で
は
、
今
年
度
中
に
現
本
庁

舎
の
南
側
低
層
部
分
の
解
体
工
事
を

開
始
し
、
平
成
３５
年
度
の
市
民
協
働

ゾ
ー
ン
完
成
ま
で
全
体
で
約
６
年
間

の
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
既
存

の
庁
舎
を
利
用
し
な
が
ら
行
政
運
営

に
支
障
の
な
い
よ
う
整
備
を
進
め
る

た
め
、
南
側
低
層
部
分
の
解
体
後
に

新
本
庁
舎
を
建
設
し
、
早
期
に
供
用

を
開
始
し
ま
す
。

工
事
は
下
表
お
よ
び
ス
テ
ッ
プ
①

〜
④
の
図
の
と
お
り
進
行
す
る
予
定

で
す
が
、
今
後
も
各
工
事
の
適
正
工

期
を
検
討
し
、
事
業
期
間
の
短
縮
と

と
も
に
行
政
機
能
の
維
持
と
事
業
コ

ス
ト
の
縮
減
を
図
り
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
く
、

耐
久
性
や
防
災
機
能
を
高
め
る
工
夫

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

新
本
庁
舎
、
市
民
協
働
ゾ
ー
ン
を

段
階
的
に
整
備


